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農
Ａ
－
１

公
益
財
団
法
人
自
然
農
法
国
際
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
御
中 認
定
申
請
書

別
紙
書
類
を
添
え
て
、
有
機
農
産
物
の
生
産
行
程
管
理
者
の
認
定
を
申
請
し
ま
す
。

（
フ
リ
ガ
ナ
）

申
請
者
名

（
ア
タ
ミ
ユ
ウ
キ
セ
イ
サ
ン
グ
ル
ー
プ
）

熱
海
有
機
生
産
グ
ル
ー
プ

代
表
者
自
農
太
郎
印

書
類
等

受
領
方
法

所
在
地

〒
○
○
○
-
○
○
○
○
○
○
県
△
△
市
□
□
町
2-
32

☑
郵
送

（
事
務
連
絡
先
）

〒
－

□
郵
送

電
話
番
号

○
○
○
-
○
○
○
-
○
○
○
○
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
○
○
○
-
○
○
○
-
○
○
○
○

☑
FA
X

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
（
ht
t
p:
//

）
Ｅ
メ
ー
ル

（
携
帯
電
話
不
可
）

n
i
n
t
e
i
@
i
n
f
r
c
.
o
r
.
j
p

☑
E
メ
ー
ル

認
定
申
請
日
（
作
成
日
）

○
○
○
○
年
○
○
月
○
○
日

認
定
以
外
の
情
報
（
イ
ベ
ン
ト
情
報

な
ど
）
の
受
領
を
希
望
す
る

☑
は
い

□
い
い
え

（
個
人
情
報
の
取
扱
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
き
認
定
に
関
す
る
利
用
と
左
記
の
目
的
以
外
に
は
利
用
し
ま
せ
ん
）

農
水
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
を

希
望
す
る

☑
は
い

□
い
い
え

※
「
申
請
者
名
」
は
認
定
証
に
載
せ
る
名
称
（
認
定
事
業
者
名
）
で
す
。
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
グ
ル
ー
プ
名
を
、
農
家
単
独
申
請
の
場
合
は
個
人
名

や
○
○
農
園
な
ど
と
記
入
し
て
下
さ
い
。

※
所
在
地
に
有
機
J
A
S
担
当
者
が
常
駐
し
て
い
な
い
場
合
は
「
事
務
連
絡
先
」
に
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
担
当
者
と
連
絡
が
と
れ
る
場
所
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

※
「
書
類
等
受
領
方
法
」
は
本
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
書
類
を
受
け
取
る
方
法
を
、
郵
送
（所
在
地
ま
た
は
連
絡
先
住
所
）、
F
A
X
、
E
メ
ー
ル
か
ら
選
択
し

て
□
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
下
さ
い
（複
数
選
択
可
）。

自 農

現
在
、
農
水
省
で
は
、
有
機
の
認
定
事
業
者
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
認
定
後
に
、
認
定
事
業
者
と
し
て
掲

載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
「
は
い
」
に
☑
し
て
下
さ
い
。

捺
印
を
お
忘
れ
な
く
！

☑
を
お
忘
れ
な
く
！
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公益財団法人 自然農法国際研究開発センター

★農Ａ－２

20○○年 ○○月 ○○日作成

生産行程の管理及び格付の体制・組織

生産行程の管理または把握と格付を担当する者の全ての氏名を記入して下さい。

生産行程管理責任者 格付責任者

自農 太郎 自農 花子

生産行程管理担当者 格付担当者

自農 大地 自農 大地

自農 稲子 自農 稲子

※上表に記載のある担当者は全員略歴書を提出する必要があります。

担当者が自分以外の農家のほ場や施設の管理を担当する場合や、自分以

外の農家が生産した農産物の格付を行う場合は、その内容が分かるよう

に図表を添付するなどして補足して下さい。
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公益財団法人 自然農法国際研究開発センター

★農Ａ－３

略 歴 書

（フリガナ）

氏 名

( ジノウ タロウ )

自農 太郎

生 年

月 日

大正・昭和・平成

○○年 ○○月 ○○日

住 所 〒○○○-○○○○ ○○県 △△市 □□町 2-35

電話番号 ○○○ - ○○○ - ○○○○

略

歴

年 月 日 学歴・職歴・配属部署・就農 備 考

昭和○○年○○月○○日 ○○県立△△農業高校園芸科卒業

昭和○○年○○月○○日 ○○農業試験場本科卒業

平成 ２年 ４月 １日 ＪＡ○○入社・営農指導に携わる

また兼業にて農業に従事始める

平成 ７年１０月 １日 ＪＡ○○退社

平成 ７年１０月 ２日 専業農家となり現在に至る

資格・賞罰等 講習会受講日※

（講習会開催機関名）

○○○○年 ○○月 ○○日

（自然農法国際研究開発センター）○○年○○月 普通自動車免許

年 月 以上の通り相違ありません

○○○○年 ○○月 ○○日

氏 名 自農 太郎 印

年 月

年 月

年 月

※講習会未受講者は、受講予定日を記入して下さい。

最終学歴を明記して下さ

い。大学等で農業生産に関

する授業科目の単位を取

得した場合はその旨も併

せて記載して下さい。

略歴は資格要件を満たしていることが分るように記載して下さい（最終学歴及び就農

年数が必須）。記入例の自農太郎さんは、平成２年から就農しています（高卒の場合

に求められる2年以上の農業生産に従事しています）。

自
農

記名と捺印をお忘れなく！

いつから農業に従事した

かが分かるように記載し

て下さい。
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★
農
Ａ
－
４
肥
料
及
び
土
壌
改
良
資
材
リ
ス
ト
（
１
枚
目
）

2
01
3
年
1
2
月
1
5
日
作
成
確
認
者
：
自
農
太
郎

我
々
は
本
リ
ス
ト
に
記
載
し
た
資
材
の
み
を
用
い
て
肥
培
管
理
等
を
行
う
事
を
報
告
し
ま
す
。
下
記
内
容
を
変
更
す
る
場
合
は
事
前
に
報
告
し
ま
す
。

N
o
資
材
の
正
式
名
称

（
愛
称
、
略
称
等
）
製
造
メ
ー
カ
ー
名

資
材
証
明
書
の
年
月
日

（
資
材
リ
ス
ト
を
確
認
し
た
日
）

農
A
-
4
記
載

年
月
日

使
用
目
的

備
考
（
標
準
使
用
量
等
）

１
魚
粗
粕
粉
末
5
号

（
魚
粉
）

○
○
肥
料
㈱

2
0
1
2
.
10
.
1
0

2
0
1
2
.
11
.
2
3
自
家
製
資
材
ボ
カ
シ

の
原
材
料

２
な
た
ね
油
粕
粉
末

（
油
粕
）

㈱
△
△
油
脂

2
0
1
2
.
10
.
2
1

2
0
1
2
.
11
.
2
3
自
家
製
資
材
ボ
カ
シ

の
原
材
料

３
S
M
K
菌

（
S
M
K
）

□
□
微
生
物
研
究
所

2
0
1
2
.
11
.
1
5

2
0
1
2
.
11
.
2
3
自
家
製
資
材
ボ
カ
シ

の
原
材
料

４
糖
蜜

◇
◇
精
糖
㈱

2
0
1
2
.
11
.
2
0

2
0
1
2
.
11
.
2
3
自
家
製
資
材
ボ
カ
シ

の
原
材
料

５
◎
◎
有
機
育
苗
培
土

（
◎
◎
培
土
）

◎
◎
培
土
開
発
㈱

2
0
1
3
.
2.
1
0

2
0
1
3
.
2.
2
0
育
苗
用
土

６
牛
ふ
ん
堆
肥

（
牛
ふ
ん
▼
▼
）

▼
▼
牧
場

2
0
1
3
.
2.
1
5

2
0
1
3
.
2.
2
0
元
肥

年
間
0.
5
～
1
ｔ
/1
0
ａ

７
牛
ふ
ん
堆
肥

（
牛
ふ
ん
○
×
）

○
×
牧
場

2
0
1
3
.
2.
1
9

2
0
1
3
.
2.
2
0
元
肥

年
間
0.
5
～
1
ｔ
/1
0
ａ

８
ス
ー
パ
ー
■
■

バ
イ
オ
■
■
㈱

2
0
1
3
.
8.
1
5

2
0
1
3
.
8.
2
0
追
肥

必
要
時
に
散
布
（
50
0
～
1
0
00
倍

を
5
0～
1
5
0L
/
1
0a
）

９
★
★
★
グ
リ
ー
ン

★
★
★
製
造
所

2
0
1
3
.
12
.
1
0

2
0
1
3
.
12
.
1
5
土
壌
改
良

元
肥

年
間
１
～
2ｔ
/
1
0ａ

登
録
番
号
JA
S
O
M-
1
3
04
○
○
○

1
0

※
自
家
製
資
材
に
使
う
原
材
料
も
漏
れ
な
く
全
て
記
載
し
て
下
さ
い
。

※
「
資
材
の
正
式
名
称
」
は
肥
料
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合
は
登
録
の
名
称
あ
る
い
は
証
明
書
の
名
称
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

※
有
機
J
A
S
資
材
評
価
協
議
会
の
適
合
性
評
価
済
み
資
材
リ
ス
ト
で
、
資
材
の
適
合
を
確
認
し
た
場
合
は
、
「
資
材
証
明
書
の
年
月
日
（
資
材
リ
ス
ト
を
確
認
し
た
日
）
」
に

適
合
性
評
価
済
み
資
材
リ
ス
ト
で
確
認
し
た
日
を
記
入
し
、
備
考
欄
に
そ
の
資
材
の
登
録
番
号
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

※
「
農
A
-
4
記
載
年
月
日
」
は
本
リ
ス
ト
に
、
資
材
を
記
載
し
た
日
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

※
こ
の
リ
ス
ト
が
複
数
枚
に
な
る
場
合
は
何
枚
目
か
を
必
ず
記
入
し
て
下
さ
い
。

※
育
苗
に
使
用
す
る
培
土
、
ほ
場
で
の
肥
培
管
理
や
土
壌
改
良
等
に
使
用
す
る
資
材
を
記
載
し
て
下
さ
い
。
自
家
製
造
資
材
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
原
材
料
を
こ
の
リ
ス
ト
に
記
載
し
、
製
造
方
法
を

「
自
家
製
資
材
の
製
造
方
法
」
に
記
載
し
て
提
出
し
て
下
さ
い
。
資
材
を
追
加
す
る
場
合
は
、
必
ず
使
用
前
に
資
材
証
明
書
を
取
得
し
、
財
団
に
そ
の
資
材
の
適
合
の
可
否
を
確
認
し
て
か
ら
使
用

し
て
下
さ
い
。
適
合
確
認
済
み
の
資
材
は
こ
の
リ
ス
ト
へ
記
載
し
、
変
更
届
と
共
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
米
糠
や
籾
殻
は
外
部
入
手
の
も
の
で
も
資
材
証
明
書
の
取
得
は
不
要
で
す
。

※
有
機
J
A
S
資
材
評
価
協
議
会
の
適
合
性
評
価
済
み
資
材
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る
資
材
は
、
有
機
管
理
で
使
用
が
可
能
で
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
資
材
を
使
用
す
る
際
は
、
そ
の
資
材
を
N
o
.9
の

記
載
例
を
参
照
し
て
記
載
を
行
い
、
変
更
届
と
共
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

資
材
が
同
じ
名
称
の
場
合
は
、
愛

称
や
略
称
で
、
区
別
し
て
下
さ

い
。
例
：
N
o
.6
と
N
o
.7
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★
農
Ｂ
１
－
１

農
家
基
礎
台
帳

２
０
○
○
年
○
○
月
○
○
日
作
成

生
産
行
程
管
理
者
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）

熱
海
有
機
生
産
グ
ル
ー
プ

(
ア
タ
ミ
ユ
ウ
キ
セ
イ
サ
ン
グ
ル
ー
プ
)

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）

自
農
太
郎
(
ジ
ノ
ウ
タ
ロ
ウ
)
印
(
T
・
S
・
Ｈ
38
年
２
月
21
日
生
51
歳
)

郵
便
番
号
・
住
所

〒
○
○
○
-
○
○
○
○
○
○
県
△
△
市
□
□
町
2-
32

電
話
番
号

○
○
○
-
○
○
○
-
○
○
○
○

携
帯
電
話

○
○
○
-
○
○
○
○
-
○
○
○
○

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

○
○
○
-
○
○
○
-
○
○
○
○

E-
ma
il
ア
ド
レ
ス

ni
nt
ei
@i
nf
rc
.o
r.
jp

農
業
従
事
者

家
族
４
人
（
本
人
、
自
農
花
子
（
妻
）、
自
農
大
地
（
長
男
）、
自
農
稲
子
（
次
女
）

）

雇
用
１
人
（
畑
作
次
郎

）

計
人

※
２
重
線
枠
内
は
記
入
し
な
い
で
下
さ
い

登
録
番
号

備
考

自 農

氏
名
の
欄
に
記
載
し
た
名
前
が
「
農
家

名
」
と
な
り
ま
す
。

認
定
申
請
書
の
申
請
者
名
の
欄
に
記
載

し
た
名
前
を
記
載
し
て
下
さ
い
。

捺
印
を
お
忘
れ
な
く
！

本
申
請
書
は
捺
印
し
た
原
本
を
提
出
し
て
下
さ
い
。
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★
農
Ｂ
１
－
２

２
０
○
○
年
○
○
月
○
○
日
作
成

申
請
ほ
場
一
覧

有
機
管
理
の
ほ
場
と
し
て
申
請
さ
れ
る
ほ
場
（
育
苗
に
使
用
す
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
含
む
）
を
全
て
記
入
し
て
下
さ
い
。

農
家
名

自
農
太
郎

ほ
場
番
号
通
称
名

所
在
地

(番
地
ま
で
記
入
し
て
下
さ
い
)

所
有
地
借
地

面
積

（
露
地
は
ａ
）

有
機
管
理

開
始
年
月
日

耕
作
状
況

１
自
宅
裏
１
○
○
県
△
△
市
□
□
町
2-
33

所
・
借
28
.5
a
20
12
年
10
月
9
日

水
稲

２
自
宅
裏
２
○
○
県
△
△
市
□
□
町
2-
34

所
・
借
28
.5
a
20
12
年
10
月
9
日

水
稲

３
自
宅
裏
３
○
○
県
△
△
市
□
□
町
2-
35
-1

所
・
借
10
8
㎡

20
12
年
9
月
15
日

メ
ロ
ン
ハ
ウ
ス

４
駅
裏
１

○
○
県
△
△
市
□
□
町
56
3-
1、
56
4、
56
5

所
・
借
40
.5
a
20
11
年
12
月
15
日

梨
園

５
駅
裏
２

○
○
県
△
△
市
□
□
町
56
3-
2

所
・
借
30
.0
a
20
12
年
4
月
15
日

畑

所
・
借

年
月
日

所
・
借

年
月
日

所
・
借

年
月
日

所
・
借

年
月
日

所
・
借

年
月
日

申
請
ほ
場
以
外
の
耕
作
ほ
場
（
無
い
場
合
に
は
「
０
」
を
記
入
し
て
下
さ
い
）

水
田
20
0
ａ
（
ほ
場
枚
数

6
枚
）

畑
30
ａ
（
ほ
場
枚
数

1
枚
）

果
樹
園
60
ａ
（
ほ
場
枚
数

1
枚
）

そ
の
他
0
ａ
（
牧
草
地
数

0
枚
）

※
面
積
：露
地
の
場
合
は
ａ
（ア
ー
ル
）で
小
数
点
第
２
位
を
四
捨
五
入
し
て
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
場
合
は
平
米
（㎡
）で
少
数
点
第
1
位
を
四
捨
五
入
し
て
下
さ
い
。

・
ほ
場
の
地
番
や
面
積
の
根
拠
を
示
す
書
類
を
併
せ
て
提
出
し
て
下
さ
い
。

・
登
記
簿
上
、
複
数
の
筆
に
な
っ
て
い
る
ほ
場
で
も
実
際
に
は
１
枚
の
ほ
場
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、

１
枚
の
ほ
場
と
し
て
申
請
し
て
下
さ
い
。

複
数
の
筆
の
ほ
場
の
場
合
は
、
全
て
の

地
番
を
漏
れ
な
く
記
載
し
て
下
さ
い
。

市
町
村
名
を
省
略
せ
ず
地
番
ま
で
正
確

に
記
載
し
て
下
さ
い
。

日
誌
や
記
録
に
通
称
名
（
自
身
で
ほ
場

に
付
け
た
名
称
）
を
使
用
す
る
場
合
は

記
載
し
て
下
さ
い
。
通
称
名
を
つ
け
な

く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

有
機
管
理
開
始
年
月
日
は
、
生
産
管
理
記
録
等
で
、

確
認
で
き
る
日
付
を
記
載
し
て
下
さ
い
。
申
請
に

は
、
こ
こ
に
記
載
し
た
日
付
以
降
、
1
年
以
上
の
生

産
管
理
記
録
等
の
提
出
が
必
要
で
す
。

漏
れ
な
く
記
載
し
て
下
さ
い
。
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公益財団法人 自然農法国際研究開発センター

★農Ｂ１－３ ２０○○年 ○○月○○日作成

申請ほ場・施設などの位置概要地図

農 家 名 自農 太郎

最寄駅 JR★★ 駅（ 駅より自宅まで車で約10分 ）

※認定申請ほ場、施設及び自宅の位置関係が分かるように記入して下さい。

※検査員が認定申請ほ場の位置を確認し易いように目印になる建物等があれば記入して下さい。

※自宅の敷地内に施設がある場合で、位置関係がわかりにくい場合は別紙に詳細を記入して下さい。

※認定申請ほ場や施設が離れている場合は複数枚に分けて記入して下さい。

※右上の円内には方位を記入して下さい。

※役場や農協等から、地番・面積などの記載のある地図（字絵図、土地確定図）などが入手可能な場合は、

それに認定申請ほ場番号や施設番号を書き込んで添付して下さい。

■■高校

JR★★駅

施設１

作業所

○○交番

㈱□□金属

自宅

N

国
道
○
号
線

1番

ほ場

2番

ほ場

5番

ほ場

4番

ほ場

3番ほ場

施設2

作業倉庫

施設3

△△氏宅選果場

JA▼▲▼

協同選果場

◇◇文具店

◇◇川
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公益財団法人 自然農法国際研究開発センター

★農Ｂ１－４－① ２０○○年 ○○月○○日作成

申 請 ほ 場 の 周 辺 図

認定申請ほ場の周辺の詳細を記入して下さい。

農 家 名 自農 太郎

通し番号 １．２．３．

通称名 自宅裏１．２．３．

地目と主な栽培品目 １と２は水田、３はメロンハウス

用水の水源 ○○用水（◇◇川より） 浄化水田設置の必要性 有・無

隣接地の土地利用 隣接地までの距離 汚染防止対策

[ａ] 自 宅 ６ｍ 用水路と農道（不要）

[ｂ] 施設１作業所 ６ｍ 用水路と農道（不要）

[ｃ] 慣行水田 ４ｍ 農道（不要）

[ｄ] 慣行水田 ３ｍ 排水路（不要）

[ｅ] 慣行水田 ３ｍ 排水路（不要）

[ｆ] 慣行水田 0.5ｍ
１ｍ以上を緩衝地帯

とし別収穫する。

[ｇ]

航空防除対象地域に（含まれる・含まれない）

※航空防除対象地域に含まれるか否について、該当する方に印を付けて下さい。

申請ほ場一覧に記載したほ場

番号を記載して下さい。

2 １３

[a] [b]

[c]

[d] [e]

[f]

⇒ 用水路 ⇒

⇒ 排水路 ⇒

農 道

申請ほ場一覧に記載した通称

名を記載して下さい。

申請ほ場は斜線を引くなどし

て分かりやすく記載して下さ

い。申請ほ場が近接している

場合は、ほ場番号を記載して

複数のほ場を1枚にまとめて

記載しても構いません。

水田の場合は、入排水路の

区別と用水の流れを「⇒」

等で記載して下さい。

↑↑

↑ ↑

ほ場で使用する用水の水源名を記入して下

さい。（例：河川名、用水名、溜池名等）

用排水が兼用の水路の水を使

用する水田は、原則、浄化水

田（10 ㎡以上）の設置が必

要です。

重要 緩衝地帯を設置した場合、設置した緩

衝地帯の距離、緩衝地帯内の収穫物の処理

（例：収穫しない、別収穫する、最初から作

付しない等）についても記載して下さい。
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公益財団法人 自然農法国際研究開発センター

★農Ｂ１－４－② ２０○○年 ○○月○○日作成

申 請 ほ 場 の 周 辺 図

認定申請ほ場の周辺の詳細を記入して下さい。

農 家 名 自農 太郎

通し番号
４

５
通称名

駅裏１

駅裏２

地目と主な

栽培品目

４は梨園

５は畑で葉菜類

隣接地の

土地利用

隣接地ま

での距離
汚染防止対策

[ａ]
山林

（法面）
０ｍ

薬剤散布なし

（不要）

[ｂ]
施設２

作業倉庫
０ｍ
除草剤散布なし

（不要）

[ｃ] 慣行果樹園 ５ｍ 町道（不要）

[ｄ] 慣行果樹園 ０ｍ

１ｍ以上を緩衝

地帯とし収穫を

しない。

[ｅ]

[ｆ]

用水の水源
パイプライン

（◇◇川より）
[ｇ]

浄化水田設置の必要性 有・無 航空防除対象地域に（含まれる・含まれない）

通し番号
通称名

地目と主な

栽培品目

隣接地の

土地利用

隣接地ま

での距離
汚染防止対策

[ａ]

[ｂ]

[ｃ]

[ｄ]

[ｅ]

[ｆ]

用水の水源 [ｇ]

浄化水田設置の必要性 有・無 航空防除対象地域に（含まれる・含まれない）

※航空防除対象地域に含まれるか否について、該当する方に印を付けて下さい。

５ ４

[a]

[b]

町 道

[c]

[d]

重要

隣接地がほ場でなく、住宅、公園、学校、駐車場などであっても、植木

への薬剤の散布や除草剤の散布が行われたりすることもありますので、

必ず確認を行って下さい。
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★
農
Ｂ
２
－
１

２
０
○
○
年
○
○
月
○
○
日
作
成

有
機
農
産
物
の
生
産
に
使
用
す
る
施
設
一
覧

農
家
名

自
農
太
郎

施
設

番
号

施
設
名
及
び
所
在
地

個
人
・
共
有

使
用
目
的

施
設
内
で
の
病
害
虫
対
策

１

施
設
名
：
作
業
所

本
人
・
共
同

農
産
物
保
管
・
調
製
・
出
荷
・
格
付

備
品
保
管
・
機
械
保
管
・
資
材
保
管

そ
の
他
（

）

ネ
ズ
ミ
捕
り
シ
ー
ト
設
置

所
在
地
：
○
○
県
△
△
市
□
□
町
2-
32

２

施
設
名
：
作
業
倉
庫

本
人
・
共
同

農
産
物
保
管
・
調
製
・
出
荷
・
格
付

備
品
保
管
・
機
械
保
管
・
資
材
保
管

そ
の
他
（

）

な
し

所
在
地
：
○
○
県
△
△
市
□
□
町
20
01
-5

３

施
設
名
：
△
△
氏
宅
選
果
場
（
委
託
）

本
人
・
共
同

△
△
氏

農
産
物
保
管
・
調
製
・
出
荷
・
格
付

備
品
保
管
・
機
械
保
管
・
資
材
保
管

そ
の
他
（

）

ネ
ズ
ミ
捕
り
シ
ー
ト
設
置

所
在
地
：
○
○
県
△
△
市
□
□
町
12
-1
8

施
設
名
：

本
人
・
共
同

農
産
物
保
管
・
調
製
・
出
荷
・
格
付

備
品
保
管
・
機
械
保
管
・
資
材
保
管

そ
の
他
（

）
所
在
地
：

施
設
名
：

本
人
・
共
同

農
産
物
保
管
・
調
製
・
出
荷
・
格
付

備
品
保
管
・
機
械
保
管
・
資
材
保
管

そ
の
他
（

）
所
在
地
：

施
設
名
：

本
人
・
共
同

農
産
物
保
管
・
調
製
・
出
荷
・
格
付

備
品
保
管
・
機
械
保
管
・
資
材
保
管

そ
の
他
（

）
所
在
地
：

※
「使
用
目
的
」は
該
当
す
る
項
目
に
印
を
つ
け
て
下
さ
い
（複
数
可
）。

以
下
の
施
設
は
、
全
て
記
載
し
て
下
さ
い
。

・
有
機
農
産
物
を
保
管
・
貯
蔵
す
る
施
設

・
有
機
管
理
に
使
用
す
る
肥
料
や
土
壌
改
良
資
材
な
ど
の
資
材
を
保
管
す
る
施
設

・
有
機
農
産
物
の
調
製
作
業
を
行
う
施
設

・
育
苗
を
行
う
施
設

※
機
械
や
器
具
等
の
保
管
の
み
を
行
う
施
設
に
つ
い
て
は
、
こ
の
一
覧
に
記
載
し
て
頂
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
生
産
管
理
の
一
部
を
委
託
す
る
場
合
は
、
そ
の
管
理
で
用
い
る
委
託
先
の
施
設
も
記
載
し
て
下
さ
い
。

※
こ
の
一
覧
に
記
載
の
あ
る
施
設
は
、
委
託
先
の
施
設
を
含
め
て
全
て
現
地
確
認
を
行
い
ま
す
。

※
委
託
先
の
施
設
や
そ
こ
で
使
用
さ
れ
る
機
械
等
の
管
理
責
任
も
生
産
行
程
管
理
責
任
者
に
あ
り
ま
す
。

市
町
村
名
を
省
略
せ
ず
地
番
ま
で
正
確
に
記

載
し
て
下
さ
い
。
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農
Ｂ
２
－
２

２
０
○
○
年
○
○
月
○
○
日
作
成

有
機
農
産
物
の
生
産
に
使
用
す
る
施
設
等
の
見
取
り
図

農
家
名

自
農
太
郎

施
設
番
号
１

施
設
名
作
業
所

※
施
設
一
覧
（農
B
2
-
1
）に
記
入
し
た
施
設
全
て
の

見
取
り
図
を
作
成
し
て
下
さ
い
（内
容
が
的
確
に
確

認
で
き
れ
ば
１
枚
の
用
紙
に
複
数
の
施
設
を
記
入

し
て
も
構
い
ま
せ
ん
）。

※
見
取
り
図
に
は
以
下
の
場
所
を
必
ず
記
入
し
て
下

さ
い
（非
有
機
の
取
り
扱
い
も
あ
れ
ば
そ
れ
も
記
入

し
て
下
さ
い
）。


収
穫
物
の
保
管
場
所


調
製
作
業
を
行
う
場
所


資
材
（肥
培
管
理
用
・一
般
管
理
用
）、
農
薬
及

び
薬
剤
の
保
管
場
所


使
用
機
械
の
設
置
場
所
な
ど


農
薬
や
薬
剤
使
用
の
場
合
は
そ
の
設
置
場
所

※
建
物
の
寸
法
（横
・縦
）を
必
ず
記
入
し
て
下
さ
い
。

※
２
階
建
て
の
場
合
に
は
、
2
階
部
分
の
見
取
り
図
も

作
成
し
て
下
さ
い
。
（有
機
管
理
で
使
用
し
な
け
れ

ば
不
要
で
す
）。

※
同
じ
敷
地
内
に
施
設
が
複
数
あ
る
場
合
は
そ
の
位

置
関
係
が
分
か
る
よ
う
に
以
下
の
よ
う
な
図
を
つ

け
て
下
さ
い
。

施
設
１

車
庫

施
設
2

倉
庫

自
宅 施
設
3

保
冷
庫

道
路

自
宅
周
辺
の

施
設
見
取
り
図

農
B
2
-1
に
記
載
し
た
全
て
の
施
設
に
つ
い
て
、
記
載
し
て
下
さ
い
。

30
m

乾
燥
機
１

乾
燥
機
２

乾
燥
機
３

有
機
専
用 籾
摺
り
機

色
彩

選
別
機

計 量 機

精 米 機 １

精 米 機 ２

20 m

建
物
の
寸
法
（
縦
・
横
）
を
必
ず
記
載
し
て
下

さ
い
（
単
位
：
ｍ
）。

要
注
意
同
じ
名
前
の
機
械
等
は
番
号
を
付
し
て
管
理
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

保
冷
庫

有
機
農
産
物

保
管
場
所

有
機
農
産
物

保
管
場
所

慣
行
農
産
物

保
管
場
所

慣
行
農
産
物

保
管
場
所

入 口

有
機
用
資
材
保
管
場
所

慣
行
用
資
材
保
管
場
所
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農
Ｃ
－
１

20
○
○
年
○
○
月
○
○
日
作
成

有
機
農
産
物
の
生
産
に
使
用
す
る
器
具
・
備
品
一
覧

農
家
名

自
農
太
郎

No
.
備
品
名
使
用
目
的
規
模

容
量

数 量

設
置
又
は

保
管
場
所

有
機
と
非
有
機
と
の
利
用
区
分

（
※
兼
用
の
場
合
は
区
分
方
法
を
記
載
）

備
考
（
洗
浄
方
法
な
ど
）

１
コ
ン
テ
ナ
大

収
穫
物
保
管
30
×
80

cm
50

１
専
・
兼
（
有
機
は
青
・
慣
行
は
赤
）
使
用
前
に
洗
浄
（
水
洗
い
）

２
コ
ン
テ
ナ
小

収
穫
物
保
管
20
×
60

cm
12
0
１
専
・
兼
（

同
上

）
同
上

３
計
量
器
L

計
量

10
0k
g

ま
で

１
・
２
専
・
兼
（

洗
浄

）
使
用
後
に
洗
浄
（
水
拭
き
）

使
用
前
に
洗
浄
済
み
確
認

４
水
稲
育
苗
箱

育
苗

平
箱
20
0
１
専
・
兼
（

同
上

）
使
用
前
・
後
に
洗
浄

５
ポ
リ
タ
ン
ク
L
資
材
散
布
50
0L
2
１
・
２
専
・
兼
（

―
）

有
機
ほ
場
専
用

６
ド
ラ
ム
缶

ボ
カ
シ
製
造
10
0L
14

２
専
・
兼
（

―
）
ボ
カ
シ
製
造
以
外
に
使
用
し
な
い

７
ｸﾞ
ﾚｰ
ﾝｺ
ﾝﾃ
ﾅ

モ
ミ
運
搬
1t
1
１
専
・
兼
（

清
掃

）
有
機
で
の
使
用
前
に
清
掃

（
エ
ア
ー
・
箒
は
き
）

８
手
動
噴
霧
器

液
肥
等
散
布
20
L
１

２
専
・
兼
（

洗
浄

）
使
用
後
に
洗
浄

使
用
前
に
洗
浄
済
み
確
認

９
専
・
兼
（

）

10
専
・
兼
（

）

※
器
具
・備
品
と
は
収
穫
物
や
投
入
資
材
の
運
搬
・保
管
、
仕
分
け
、
散
水
、
計
量
等
の
作
業
を
行
う
た
め
に
主
に
使
用
す
る
も
の
等
で
す
。
グ
レ
ー
ン
コ
ン
テ
ナ
、
収
穫
コ
ン
テ
ナ
、
ポ
リ
タ
ン

ク
、
計
量
器
、
育
苗
箱
、
そ
の
他
。
鍬
や
鎌
、
剪
定
鋏
、
ス
コ
ッ
プ
等
の
記
入
は
不
要
で
す
。

※
有
機
専
用
か
有
機
と
非
有
機
と
兼
用
か
利
用
区
分
を
明
記
し
て
下
さ
い
。
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２

20
○
○
年
○
○
月
○
○
日
作
成

有
機
農
産
物
の
生
産
に
使
用
す
る
機
械
等
一
覧

農
家
名

自
農
太
郎

No
.
機
械
名

（
形
式
・
メ
ー
カ
ー
名
）
規
模
個
人 ・
共
有

数 量

設
置
又
は

保
管
場
所

有
機
と
非
有
機
と
の
利
用
区
分

（
※
兼
用
の
場
合
は
区
分
方
法
を
記
載
）

備
考
（
洗
浄
方
法
な
ど
）

１
ト
ラ
ク
タ
ー

25
ps

個
・
共
２

１
専
・
兼
（
使
用
前
後
の
清
掃
・
確
認
）

使
用
後
に
洗
浄
、
使
用
前
確
認

（
機
械
の
使
用
・
清
掃
記
録
を
作
成
確
認
）

２
管
理
機

5p
s
個
・
共
１

２
専
・
兼
（

同
上

）
使
用
後
に
洗
浄
、
使
用
前
確
認

（
機
械
の
使
用
・
清
掃
記
録
を
作
成
確
認
）

３
田
植
機
１

6
条

個
・
共
１

１
専
・
兼
（

―
）

使
用
後
に
清
掃

４
水
田
除
草
機

4
条
（
2p
s）
個
・
共
１

１
専
・
兼
（

―
）

使
用
後
に
清
掃

５
刈
り
払
い
機
１

2p
s
個
・
共
１

１
専
・
兼
（

―
）

使
用
後
に
清
掃

６
コ
ン
バ
イ
ン
２

4
条

個
・
共
１

１
専
・
兼
（

―
）

使
用
後
に
清
掃

７
乾
燥
機
3

20
石
個
・
共
１

１
専
・
兼
（

―
）

使
用
後
に
清
掃

８
籾
摺
り
機

―
個
・
共
１

１
専
・
兼
（
使
用
前
後
の
清
掃
・
確
認
）

使
用
後
に
洗
浄
、
使
用
前
確
認

（
機
械
の
使
用
・
清
掃
記
録
を
作
成
確
認
）

９
精
米
機
１

―
個
・
共
１

１
専
・
兼
（

同
上

）
使
用
後
に
洗
浄
、
使
用
前
確
認

（
機
械
の
使
用
・
清
掃
記
録
を
作
成
確
認
）

10
精
米
機
２

―
個
・
共
１

１
専
・
兼
（

同
上

）
使
用
後
に
洗
浄
、
使
用
前
確
認

（
機
械
の
使
用
・
清
掃
記
録
を
作
成
確
認
）

※
有
機
に
使
用
す
る
機
械
は
全
て
記
入
し
て
下
さ
い
。
トラ
ッ
ク
、
トラ
ク
タ
ー
（各
種
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト等
も
）、
耕
耘
機
(管
理
機
)、
除
草
機
、
草
刈
機
、
動
力
散
布
機
、
ポ
ン
プ
類
、
田
植
機
、

コ
ン
バ
イ
ン
、
乾
燥
機
、
モ
ミ
す
り
機
、
精
米
機
、
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
タ
ー
、
選
果
機
、
攪
拌
機
、
そ
の
他
。

※
有
機
専
用
か
有
機
と
非
有
機
と
兼
用
か
利
用
区
分
を
明
記
し
て
下
さ
い
。

要
注
意

・
同
じ
名
前
の
機
械
等
は
番
号
を
付
し
て
管
理
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

・
大
型
機
械
等
で
施
設
に
設
置
し
て
い
る
も
の
は
、
施
設
の
見
取
り
図
に
設
置
場
所
を
記
載
し
て
下
さ
い
。
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－
１

2
0
1
2
年
1
2
月
2
0
日
作
成

自
家
製
資
材
の
製
造
方
法

自
家
製
資
材
名
ボ
カ
シ
I
I
型

農
家
名
自
農
太
郎

資
材
の
特
徴

（
作
り
方
・
使
用
目
的
等
）

材
料
を
混
合
し
た
後
、
微
生
物
資
材
の
S
M
K
菌
と
糖
密
の
希
釈
液
を
さ
ら
に
混
合
し
、
良
く
混
ぜ
た
後
に
ポ
リ
タ
ン
ク
の
中
で
半

年
以
上
発
酵
熟
成
さ
せ
る
。
肥
料
及
び
土
壌
改
良
材
と
し
て
土
壌
に
施
用
す
る
。

N
o

原
材
料
名

入
手
先

製
造
メ
ー
カ
ー
名
資
材
証
明
書
の
有
無
配
合
比
率
ほ
場
で
の
使
用
量

１
魚
粗
粕
粉
末
5
号

外
部
・
内
部

○
○
肥
料
㈱

有
・
無

1
0
.
0

単
位
は
K
g
(L
)
/
10
a

年
間
約
2
00
㎏
/
1
0a

２
な
た
ね
油
粕
粉
末

外
部
・
内
部

㈱
△
△
油
脂

有
・
無

1
0
.
0

３
米
糠

外
部
・
内
部

有
・
無

1
0
.
0

４
S
M
K
菌

外
部
・
内
部

□
□
微
生
物
研
究
所

有
・
無

0
.
1

５
糖
蜜

外
部
・
内
部

◇
◇
精
糖
㈱

有
・
無

0
.
1

６
水

外
部
・
内
部

有
・
無

0
.
8

７
外
部
・
内
部

有
・
無

８
外
部
・
内
部

有
・
無

※
土
壌
改
良
、
肥
培
管
理
等
を
目
的
に
自
家
製
造
す
る
資
材
に
つ
い
て
記
入
し
て
下
さ
い
。

※
育
苗
培
土
を
自
家
製
造
し
た
場
合
は
育
苗
管
理
記
録
に
記
入
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

※
本
用
紙
に
記
入
し
た
原
材
料
に
つ
い
て
も
資
材
証
明
書
を
取
り
寄
せ
適
合
確
認
を
し
て
か
ら
、
「
農
A
-
4
肥
料
及
び
土
壌
改
良
資
材
リ
ス
ト
」
に
記
入
し
て
下
さ
い
。

・
事
業
者
自
身
が
製
造
（
混
合
・
加
工
）
す
る
１
資
材
に
つ
き
1
枚
作
成
し
て
下
さ
い
。
自
家
製
の
堆
肥
、
ボ
カ
シ
、
発
酵
液
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

・
原
材
料
名
欄
に
記
載
が
あ
る
資
材
に
つ
い
て
は
農
林
規
格
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
、「
農
A
-
4
肥
料
及
び
土
壌
改
良
資
材
リ
ス
ト
」
へ
記
載
し
て
下
さ
い
。

・
全
て
の
原
材
料
に
つ
い
て
内
容
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
米
糠
や
籾
殻
等
は
内
容
が
確
認
で
き
て
い
れ
ば
、
外
部
入
手
の
も
の
で
も
資
材

証
明
書
の
取
得
は
不
要
で
す
。

・
有
機
J
A
S
資
材
評
価
協
議
会
の
適
合
性
評
価
済
み
資
材
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る
資
材
に
つ
い
て
も
資
材
証
明
書
の
取
得
は
不
要
で
す
。

・
原
材
料
名
欄
に
記
載
す
る
資
材
名
は
、
そ
の
資
材
が
特
定
で
き
る
よ
う
に
資
材
証
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
正
式
名
称
、
若
し
く
は
農
A
-
4
リ
ス
ト
に
記
載
し
た
愛
称
、

略
称
等
を
記
載
し
て
下
さ
い
。



2
0

1
4
0

2
1

5
版

公
益
財
団
法
人
自
然
農
法
国
際
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

農
Ｓ
－
１
生
産
管
理
記
録

（
記
録
期
間
２
０
○
○
年
○
○
月
か
ら
○
○
月
ま
で
）

農
家
名

ほ
場
番
号
ほ
場
面
積
栽
培
品
目
（
品
種
）
種
・
苗
の
有
機
性
（
採
種
ほ
場
）

又
は
購
入
種
・
苗
使
用
の
理
由

2
番
ほ
場
か
ら
自
家
採
種
し
た
種

籾
を
使
用

自
農
太
郎

1
,
2

5
7
ａ
イ
ネ
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）

年
月
日

作
業
内
容

使
用
種
子
・
苗
/
使
用
資
材

使
用
機
械
・
器
具

備
考

種
子
・
苗
名

資
材
名
数
量
機
械
名

器
具
名

清
掃
実
施

清
掃
方
法

使
用
前
使
用
後

2
0
1
2
年

1
0
/
9
慣
行
水
稲
刈
り
取
り

□
□

2
0
1
3
年

4
/
2
5
耕
起
・
元
肥
施
用

牛
ふ
ん
▼
▼
1
t
/
1
0
a
ﾄ
ﾗ
ｸ
ﾀ
ｰ

ﾏ
ﾆ
ｱ
ｽ
ﾌ
ﾟﾚ
ｯ
ﾀ
ﾞｰ

☑
 

☑
 

水
洗

い
 

4
/
3
0
入
水

□
□

5
/
3
代
か
き
・
EM
流
し
込
み

E
M
活
性
液
1
0
0
L
/
10
a
ﾄ
ﾗ
ｸ
ﾀ
ｰ

☑
 

☑
 

水
洗

い
 

5
/
2
0
田
植
え

自
家
育
苗
苗
2
0
箱
/1
0
a
田
植
機

☑
 

☑
 

水
洗

い
 

5
/
2
5
補
植
・
米
ぬ
か
散
布

米
ぬ
か
5
0
k
g
/
10
a

□
□

6
/
1
0
除
草

除
草
機

☑
 

☑
 

空
気

洗
浄
 

6
/
2
5
E
M
流
し
込
み

E
M
活
性
液
1
0
0
L
/
10
a

□
□

7
/
3
ボ
カ
シ
散
布

ボ
カ
シ
I
I
型
6
0
k
g
/
10
a
散
布
機

☑
 

□
空
気
洗
浄
緩
衝
地
帯
の
有
無

☑
有
□
無

8
/
1
0
除
草

□
□

緩
衝
地
帯
作
付
の
有
無

☑
有
□
無

9
/
2
4
稲
刈
り
（
1
番
の
緩
衝
地
帯
）

ｺ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ﾝ

□
☑

 
空

気
洗
浄
 
緩
衝
地
帯
作
付
有
の
場
合
の
処
理

9
/
2
5
稲
刈
り
（
1
番
）

ｺ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ﾝ

☑
 

□
空
気
洗
浄
別
収
穫
日
：
2
0
13
年
9
月
24
日

別
収
穫
量
：
-
k
g

別
収
穫
物
の
処
理
：

☑
慣
行
扱
い
□
自
家
消
費

□
そ
の
他
（

）

9
/
2
6
稲
刈
り
（
2
番
）

☑
 

☑
 

空
気

洗
浄
 

9
/
2
6
乾
燥

乾
燥
機

☑
 

☑
 

空
気

洗
浄
 

9
/
2
7
籾
摺
り

籾
摺
り
機

☑
 

☑
 

空
気

洗
浄
 

選
別
・
調
製
・
袋
詰

【
3
0
㎏
×
96
袋
（
玄
米
）
】

選
別
機

調
製
機

☑
 

☑
 

空
気

洗
浄
 

□
□

こ
の
書
式
は
「
生
産
行
程
の
検
査
」
を
行
う
際
に
使
用
す
る
管
理
記
録
に
必
要
な
事
項
を
概
ね
満
た
す
よ
う
に
作
成
し
た
書
式
の
一
例
で
す
。

こ
の
書
式
に
適
切
に
記
録
を
す
れ
ば
、
農
S
-
2
.3
.4
.5
.の
作
成
を
省
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

生
産
行
程
の
検
査
に
使
用
す
る
管
理
記
録

の
書
式
は
こ
れ
以
外
で
も
構
い
ま
せ
ん
が
、

そ
の
際
は
、
ど
の
管
理
記
録
の
書
式
を
生
産

行
程
の
検
査
に
使
用
す
る
の
か
内
部
規
程

に
定
め
て
下
さ
い
。

日
々
の
作
業
に
つ
い
て
、
直
接
こ
の
記
録
書

式
に
記
入
し
て
も
良
い
で
す
し
、
或
い
は
、

一
旦
、
手
帳
や
作
業
日
誌
に
記
録
し
て
、
そ

の
後
、
こ
の
記
録
書
式
に
転
記
し
て
も
構
い

ま
せ
ん
（
生
産
行
程
の
検
査
を
実
施
す
る
ま

で
に
転
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
）。

記
録
期
間
に
空
白
期
間
が
な
い
よ
う
に
記
載
し
て
下
さ
い
。

年
の
記
載
を
忘
れ
ず
に
!!

こ
の
用
紙
1
枚
に
複
数

の
ほ
場
の
記
録
を
記
載

す
る
場
合
は
、
ど
の
ほ
場

で
の
作
業
で
あ
る
か
分

か
る
よ
う
に
記
載
し
て

下
さ
い
。
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農
Ｓ
－
２
育
苗
管
理
記
録
（
20
13
年
）

農
家
名
自
農
太
郎

育
苗
し
た
作
物
名
（
品
種
名
）

イ
ネ
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）

種
子
の
入
手
先
認
定
ほ
場
2
番
か
ら
自
家
採
種
し
た
種
子

育
苗
場
所
（
※
）
認
定
ほ
場

登
録
施
設
施
設
３
の
育
苗
ハ
ウ
ス

植
付
ほ
場
１
．
２
．

年
月
日
作
業
内
容

使
用
資
材
名

使
用
機
械
・
備
品
名

育
苗
土
（
※
）

名
称
数
量
名
称

清
掃
実
施
清
掃
方
法
使
用
資
材
名
製
造
メ
ー
カ
ー
資
材
証
明

書
の
有
無

配
合

割
合
(
%
)

使
用
前
使
用
後

2
0
1
2
年

1
0
/
2
0
床
土
配
合

詳
細
右
記
7
0
0
L

□
□

山
土

㈱
○
○
土
建

有
3
0
0
L

2
0
1
3
年

3
/
1
育
苗
箱
準
備

3
5
0
箱

育
苗

箱
 

☑
 
□

水
洗
い
ボ
カ
シ
I
I
型

自
家
製

無
2
0
L

3
/
3
塩
水
選

塩
1
k
g

（
比
重
1
.1
5）

□
□

く
ん
炭

自
家
製

無
1
0
0
L

3
/
3
種
子
浸
種

E
M
活
性
液
5
0
c
c

（
5
0
0
倍
）

□
□

土
壌

2
番
か
ら
採
取

無
2
8
0
L

4
/
1
催
芽

催
芽
機

□
□

4
/
2
播
種

覆
土

種
籾

山
土

4
5
k
g

1
5
0
L

□
□

4
/
2
プ
ー
ル
配
置

以
降
適
宜
灌
水

3
5
0
箱

4
/
1
4
プ
ー
ル
へ
入
水

□
□

4
/
2
0
E
M
流
し
込
み

E
M
活
性
液
5
0
0
c
c

□
□

備
考
（
育
苗
土
の
製
造
方
法
等
）

上
記
の
原
材
料
を
混
合
し
て
堆
積
発
酵
さ
せ
る
。

育
苗
土
熟
成
期
間
日
数
約
9
0
日

4
/
3
0
E
M
流
し
込
み

E
M
活
性
液
5
0
0
c
c

□
□

5
/
1
0
E
M
流
し
込
み

E
M
活
性
液
5
0
0
c
c

□
□

5
/
2
0
苗
搬
出

苗
取
り
板

軽
ト
ラ
ッ
ク

☑
 
□

水
洗
い

□
□

※
認
定
ほ
場
で
育
苗
を
行
う
場
合
は
、
認
定
ほ
場
番
号
を
、
登
録
施
設
で
育
苗
を
行
う
場
合
は
、
施
設
番
号
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

※
育
苗
土
が
自
家
製
の
場
合
、
材
料
、
配
合
割
合
を
記
入
し
、
製
造
方
法
に
つ
い
て
備
考
欄
に
記
載
し
て
下
さ
い
。

・
こ
の
書
式
は
生
産
管
理
記
録
を
補
足
す
る
も
の
と
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
作
成
し
て
下
さ
い
。

・
農
S
-1
に
育
苗
の
記
録
を
記
載
す
る
場
合
は
、
こ
の
書
式
の
作
成
は
不
要
で
す
。

年
の
記
載
を
忘
れ
ず
に
!!

育
苗
に
失
敗
し
た
場
合
で
も
、
失
敗
す
る
ま
で
の
管
理
の
記
録

は
作
成
し
て
保
管
し
て
下
さ
い
。



2
0

1
4
0

2
1

5
版

公
益
財
団
法
人
自
然
農
法
国
際
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

農
Ｓ
－
３
使
用
種
苗
リ
ス
ト
(
2
0
1
3
年
の
使
用
種
苗
)

農
家
名

自
農
太
郎

N
o

作
物
名
・
品
種
名

種
子
・
苗
の
別

入
手
方
法
（
入
手
先
）（
※
）
組
換
え
D
N
A
由
来

種
子
の
有
無

種
子
・
苗

の
種
類
（
※
）

非
有
機
苗
の

確
認
（
※
）

非
有
機
種
子
・
苗

の
入
手
の
理
由

播
種
又
は
植
付

け
た
ほ
場
番
号
備
考

１
作
物
名
（
イ
ネ

）
☑
種
子

品
種
名
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）
□
苗

☑
自
家
採
種
（
2
番
）

□
購
入
（

）

□
有

☑
無

有
・
不
・
他
□
使
用
無

―
１
．
２

２
作
物
名
（
ト
マ
ト
）
□
種
子

品
種
名
（
桃
太
郎
）

☑
苗

□
自
家
採
種
（

）

☑
購
入
（
○
○
農
協
）

□
有

☑
無

有
・
不
・
他

☑
使
用
無
育
苗
失
敗

５
内
容
証
明
書

入
手
済
み

３
作
物
名
（
ホ
ウ
レ
ン
草
）

☑
種
子

品
種
名
（
ラ
ビ
ッ
ト
）
□
苗

□
自
家
採
種
（

）

☑
購
入
（
○
○
農
協
）

□
有

☑
無

有
・
不
・
他
□
使
用
無
自
家
採
種
不
可

能
な
為

５

４
作
物
名
（

）
□
種
子

品
種
名
（

）
□
苗

□
自
家
採
種
（

）

□
購
入
（

）

□
有

□
無

有
・
不
・
他
□
使
用
無

５
作
物
名
（

）
□
種
子

品
種
名
（

）
□
苗

□
自
家
採
種
（

）

□
購
入
（

）

□
有

□
無

有
・
不
・
他
□
使
用
無

６
作
物
名
（

）
□
種
子

品
種
名
（

）
□
苗

□
自
家
採
種
（

）

□
購
入
（

）

□
有

□
無

有
・
不
・
他
□
使
用
無

７
作
物
名
（

）
□
種
子

品
種
名
（

）
□
苗

□
自
家
採
種
（

）

□
購
入
（

）

□
有

□
無

有
・
不
・
他
□
使
用
無

８
作
物
名
（

）
□
種
子

品
種
名
（

）
□
苗

□
自
家
採
種
（

）

□
購
入
（

）

□
有

□
無

有
・
不
・
他
□
使
用
無

９
作
物
名
（

）
□
種
子

品
種
名
（

）
□
苗

□
自
家
採
種
（

）

□
購
入
（

）

□
有

□
無

有
・
不
・
他
□
使
用
無

1
0
作
物
名
（

）
□
種
子

品
種
名
（

）
□
苗

□
自
家
採
種
（

）

□
購
入
（

）

□
有

□
無

有
・
不
・
他
□
使
用
無

※
入
手
方
法
（
入
手
先
）
に
つ
い
て
、
自
家
採
種
の
場
合
は
採
種
し
た
ほ
場
番
号
を
、
購
入
の
場
合
は
購
入
先
名
（
種
苗
メ
ー
カ
ー
名
等
）
を
記
入
下
さ
い
。

※
種
苗
の
種
類
【
有
】
有
機
管
理
で
栽
培
さ
れ
た
種
子
・苗
【
不
】
使
用
禁
止
資
材
を
使
用
せ
ず
に
栽
培
・
調
製
さ
れ
た
種
子
・
苗
【
他
】
そ
れ
以
外
の
種
子
・
苗

※
非
有
機
苗
を
購
入
し
て
使
用
す
る
場
合
（
種
子
・
苗
の
種
類
の
項
で
【
他
】
を
選
択
し
た
場
合
）
、
ほ
場
で
持
続
的
効
果
を
示
す
化
学
肥
料
や
農
薬
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の

確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
使
用
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
は
、
使
用
無
に
☑
し
て
下
さ
い
。

・
こ
の
書
式
は
生
産
管
理
記
録
を
補
足
す
る
も
の
と
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
作
成
し
て
下
さ
い
。

・
農
S
-1
に
使
用
し
た
種
苗
に
関
す
る
記
録
を
記
載
す
る
場
合
は
、
こ
の
書
式
の
作
成
は
不
要
で
す
。
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農
Ｓ
－
４
機
械
使
用
状
況
報
告
書
（
2
0
1
3
年
の
使
用
記
録
）

有
機
農
産
物
の
生
産
に
使
用
し
た
機
械
の
記
録
で
す
。
同
じ
機
械
を
有
機
農
産
物
の
生
産
と
そ
れ
以
外
の
農
産
物
の
生
産
の
両
方
で
使
用
し
て
い
る
場
合
に
活
用
頂
け
ま
す
。

農
家
名

自
農
太
郎

日
付
作
業
内
容
使
用

機
械
名

使
用

ほ
場
番
号
栽
培
区
分

清
掃
実
施

日
付
作
業
内
容
使
用

機
械
名

使
用

ほ
場
番
号
栽
培
区
分

清
掃
実
施

使
用
清
掃
方
法

使
用
清
掃
方
法

前
後

前
後

5
/
1
薬
剤
散
布
噴
霧
器
2
0～
25

オ
・
転
・
慣
□

☑
水
洗
い

オ
・
転
・
慣
□
□

9
/
14

収
穫

ｺ
ﾝ
ﾊﾞ
ｲﾝ
2
0～
25

オ
・
転
・
慣
□
□

オ
・
転
・
慣
□
□

9
/
14
緩
衝
地
帯

収
穫

ｺ
ﾝ
ﾊﾞ
ｲﾝ
１
．
２

オ
・
転
・
慣
□
□

オ
・
転
・
慣
□
□

9
/
15

収
穫

ｺ
ﾝ
ﾊﾞ
ｲﾝ
１
．
２

オ
・
転
・
慣

☑
□
空
気
洗
浄

オ
・
転
・
慣
□
□

9
/
15

乾
燥

乾
燥
機
3
１
．
２

オ
・
転
・
慣

☑
□
空
気
洗
浄

オ
・
転
・
慣
□
□

9
/
16

調
製

籾
摺
り
機
2
0～
25

オ
・
転
・
慣
□
□

オ
・
転
・
慣
□
□

9
/
16
色
彩
選
別
色
選
機
2
0～
25

オ
・
転
・
慣
□
□

オ
・
転
・
慣
□
□

9
/
17

調
製

籾
摺
り
機
１
．
２

オ
・
転
・
慣

☑
□
空
気
洗
浄

オ
・
転
・
慣
□
□

9
/
16
色
彩
選
別
色
選
機
１
．
２

オ
・
転
・
慣

☑
□
空
気
洗
浄

オ
・
転
・
慣
□
□

オ
・
転
・
慣
□
□

オ
・
転
・
慣
□
□

オ
・
転
・
慣
□
□

オ
・
転
・
慣
□
□

オ
・
転
・
慣
□
□

オ
・
転
・
慣
□
□

オ
・
転
・
慣
□
□

オ
・
転
・
慣
□
□

オ
・
転
・
慣
□
□

オ
・
転
・
慣
□
□

オ
・
転
・
慣
□
□

オ
・
転
・
慣
□
□

オ
・
転
・
慣
□
□

オ
・
転
・
慣
□
□

・
機
械
を
有
機
以
外
に
も
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
有
機
と
非
有
機
の

切
り
替
え
時
に
適
切
な
区
分
管
理
（
有
機
に
使
用
す
る
前
の
清
掃
）

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
須
で
す
。
こ
の
記
録
書
式
は
兼
用
の
機

械
の
区
分
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
記
録
す
る
書
式
と

し
て
活
用
頂
け
ま
す
。

・
こ
の
書
式
は
生
産
管
理
記
録
を
補
足
す
る
も
の
と
し
て
、
必
要
に
応

じ
て
作
成
し
て
下
さ
い
。

・
農
S
-1
に
使
用
し
た
機
械
と
そ
の
清
掃
に
関
す
る
記
録
を
記
載
す
る

場
合
は
、
こ
の
書
式
の
作
成
は
不
要
で
す
。

・
こ
の
記
入
例
の
よ
う
に
複
数
の
機
械
を
一
枚
に
記
載
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
が
、
機
械
ご
と
に
記
載
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

・
実
際
に
は
、
各
機
械
に
記
録
用
ノ
ー
ト
を
備
え
付
け
て
お
き
、
作
業
後
に

逐
次
記
録
す
る
あ
り
方
が
望
ま
し
い
で
す
。
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農
Ｓ
－
５
農
薬
・
薬
剤
及
び
調
製
用
資
材
使
用
リ
ス
ト
（
20
1
3
年
の
使
用
記
録
）

有
機
農
産
物
の
生
産
ほ
場
や
保
管
施
設
に
お
い
て
、
や
む
得
な
い
理
由
に
よ
り
使
用
し
た
農
薬
・
薬
剤
・
調
製
用
資
材
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

農
家
名

自
農
太
郎

日
付
使
用
資
材
名
製
造
メ
ー
カ
ー
名
入
手
先
農
薬
等
の
別

表
上
の
種
類
別
表
区
分
使
用
場
所
（
※
）

資
材
使
用
の
理
由

使
用
方
法

5
/
8

α
-
A
剤

日
本
除
虫
菊
㈱

◆
肥
料
店
除
虫
菊
乳
剤

☑
別
表
２

□
別
表
４

□
別
表
５

☑
ほ
場
（
5
番
）

□
施
設
（

）

大
量
発
生
の

ア
ブ
ラ
ム
シ
防
除
の
為

1
0
0
0
倍
希
釈
液
を

5
0
0
0
L
散
布

9
/
1
0
α
-
B
剤

㈱
★
日
本
農
薬

J
A
○
○

B
T
剤

☑
別
表
２

□
別
表
４

□
別
表
５

☑
ほ
場
（
3
番
）

□
施
設
（

）

毎
年
発
生
の
多
い

コ
ナ
ガ
対
策
の
為

1
0
0
0
倍
希
釈
液
を

5
0
0
0
L
散
布

1
1
/
1
0
□
□
焼
酎

□
□
酒
造
㈱

□
○
商
店
エ
タ
ノ
ー
ル

□
別
表
２

□
別
表
４

☑
別
表
５

□
ほ
場
（

）

☑
施
設
（
2
番
）

渋
柿
の
渋
抜
き

焼
酎
（
1
0
0c
c
/
50
個
）

に
渋
柿
の
へ
た
を
浸

し
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入

れ
て
2
週
間
程
置
く

1
2
/
1
3
ﾄ
ｳ
ｶ
ﾞ
ﾗ
ｼ

◎
◎
粉

◎
◎
有
限
公
司

ス
ー
パ
ー

◆
◆
店
カ
プ
サ
イ
シ
ン

□
別
表
２

☑
別
表
４

□
別
表
５

□
ほ
場
（

）

☑
施
設
（
3
番
）

施
設
に
設
置
し
て
い
る

機
械
の
配
線
保
護
の
為
5
0
g
を
配
線
へ
塗
布

□
別
表
２

□
別
表
４

□
別
表
５

□
ほ
場
（

）

□
施
設
（

）

□
別
表
２

□
別
表
４

□
別
表
５

□
ほ
場
（

）

□
施
設
（

）

□
別
表
２

□
別
表
４

□
別
表
５

□
ほ
場
（

）

□
施
設
（

）

※
使
用
場
所
が
認
定
ほ
場
の
場
合
は
認
定
ほ
場
番
号
を
、
登
録
施
設
の
場
合
は
施
設
番
号
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

・
こ
の
書
式
は
生
産
管
理
記
録
を
補
足
す
る
も
の
と
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
作
成
し
て
下
さ
い
。

・
農
S
-1
に
使
用
し
た
農
薬
や
薬
剤
及
び
調
製
用
等
資
材
に
関
す
る
記
録
を
記
載
す
る
場
合
は
、
こ
の
書
式
の
作
成
は
不
要
で
す
。
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変
更
届

２
０
○
○
年
○
○
月
○
○
日
作
成

公
益
財
団
法
人
自
然
農
法
国
際
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
御
中

既
に
届
け
て
お
り
ま
す
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
申
請
に
係
わ
る
申
請
書
類
の
内
容
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
変
更
い
た
し
ま
し
た
の
で
お
届
け
致
し
ま
す
。

N
o
.

届
け
済
み
内
容

変
更
箇
所

変
更
理
由

添
付
書
類

１
自
農
太
郎
氏
5
番
ほ
場

取
下
げ

基
盤
整
備
の
為

農
B
1
-
2

２
自
農
稲
子
氏

施
設
5
番
を
追
加

米
の
乾
燥
調
製
施
設
新
築
の
為

農
B
1
-
3
,
B
2
-
1
,
B
2
-
2

３
自
農
健
太
氏

生
産
行
程
管
理
担
当
者
に
追
加

担
当
者
の
増
員
の
為

農
A
-
2
,
A
-
3

４
格
付
責
任
者

自
農
花
子
氏

自
農
大
地
氏
へ
変
更

自
農
花
子
氏
高
齢
の
為

農
A
-
2

５

生
産
行
程
管
理
者
名
（
認
定
事
業
者
名
）

代
表
者
名
（
責
任
者
名
）

記
入
者
名

熱
海
有
機
生
産
グ
ル
ー
プ

自
農
太
郎

自
農
大
地



記入例 （青字の部分） 作成日： 2014年 4月 15日

認定事務局 御中

ほ場の追加について、以下のように必要書類の提出と共に変更申請いたします。

変更申請の実地確認について、

（希望する方に印をつけて下さい）

格付表示しての出荷希望時期があれば書いて下さい。

生産行程管理者名

代表者名

ほ場の追加申請をしている生産農家名

追加申請しているほ場番号 3 4 5

ア） ☑申請ほ場一覧（農B1-2） ☑ ☑ ☑ □ □ □ □ □ □ □

イ） ☑申請ほ場・施設などの位置概要地図(農B1-3) ☑ ☑ ☑ □ □ □ □ □ □ □

ウ） ☑申請ほ場の周辺図(農B1-4) ☑ ☑ ☑ □ □ □ □ □ □ □

エ）
☑生産管理記録(育苗があるものは育苗管理記録含む)
1年以上有機管理されたほ場のみ申請が可能

☑ ☑ ☑ □ □ □ □ □ □ □

オ） ☑栽培計画書 ☑ ☑ ☑ □ □ □ □ □ □ □

※追加申請しているほ場の状態（有機・転換期間中） 有 有 転

カ） ☑追加申請しているほ場の地番・面積の根拠となる書類 ☑ ☑ ☑ □ □ □ □ □ □ □

☑その他（以下の3点の書類）

☑肥料及び土壌改良資材リスト(農A-4)

リストに追加した資材名 有機ペレットボカシ

☑資材証明書

資材証明書を提出した資材名 有機ペレットボカシ

□自家製資材の製造方法(農D-1)

追加した自家製資材名

注：グループの2農家以上がほ場の追加申請を行う場合はそれぞれの農家がこの変更申請書を作成して下さい。

注：ア)～オ）の書類の提出は必須ですので、□にはすべて印をつけて下さい。

追加するほ場の記載がそれぞれの書類に記載があるかを確認して□に印をつけて下さい。

☑年次調査と合わせて実施する。

□臨時調査で実施する。

2014年 8月 上 旬頃を希望

東京有機栽培グループ

自農 太郎

丸太 高次

変更申請書式 140215改定版

変更申請書（ほ場の追加）

キ）

追加申請しているほ場で使用された全ての資材の内、農A-4に記載がない資材について全てリストに追加して提出
して下さい。追加した資材名をキ）に記載して下さい。

追加申請しているほ場で使用された全ての資材の内、農A-4に記載がない資材について、全ての資材証明書を取
得して、そのコピーを提出して下さい。資材証明書を提出する資材名をキ）に記載して下さい。

追加申請しているほ場で使用された全ての資材の内、自家製資材があり、農D-1が提出されていないものがある場
合、その資材の農D-1を作成して提出して下さい。追加した自家製資材名をキ）に記載して下さい。

注：※については、追加ほ場の状態が有機なのか転換期間中なのかを記載して下さい。

有機は「有」と転換期間中は「転」と記載して下さい。

注：キ）の書類の提出は必須ではありませんので、必要に応じて提出する際は□に印をつけて下さい。

注：カ）の書類は、登記簿や市役所・町役場、農協等が発行する土地台帳などが該当します。



記入例 （青字の部分） 作成日： 2014年 5月 20日

認定事務局 御中

生産農家の追加について、以下のように必要書類の提出と共に変更申請いたします。

変更申請の実地確認について、

（希望する方に印をつけて下さい）

格付表示しての出荷希望時期があれば書いて下さい。

生産行程管理者名

代表者名

追加申請をしている生産農家名

追加する新規の生産行程管理担当者名

追加する新規の格付担当者名

ア） ☑生産行程の管理または把握の方法及び格付の体制・組織（農A-2）

イ）
☑略歴書（農A-3）
新規に追加した生産行程管理担当者及び格付担当者全員分

ウ） ☑農家基礎台帳（農B1-1）

追加生産農家が申請しているほ場番号 1 2 3 4 5 6

エ） ☑申請ほ場一覧（農B1-2） ☑ ☑ ☑ ☑ ☑ ☑ □ □ □ □

オ） ☑申請ほ場・施設などの位置概要地図(農B1-3) ☑ ☑ ☑ ☑ ☑ ☑ □ □ □ □

カ） ☑申請ほ場の周辺図(農B1-4) ☑ ☑ ☑ ☑ ☑ ☑ □ □ □ □

キ）
☑生産管理記録(育苗があるものは育苗管理記録含む)

1年以上有機管理されたほ場のみ申請が可能
☑ ☑ ☑ ☑ ☑ ☑ □ □ □ □

ク） ☑栽培計画書 ☑ ☑ ☑ ☑ ☑ ☑ □ □ □ □

※追加申請しているほ場の状態（有機・転換期間中） 転 転 転 転 有 有

ケ） ☑追加申請している農家のほ場の地番・面積の根拠となる書類 ☑ ☑ ☑ ☑ ☑ ☑ □ □ □ □

追加生産農家が申請している施設番号 1 2 3

コ) ☑有機農産物の生産に使用する施設一覧(農B2-1) ☑ ☑ ☑ □ □ □ □ □ □ □

サ） ☑施設の見取図(農B2-2) ☑ ☑ ☑ □ □ □ □ □ □ □

シ） ☑有機農産物の生産に使用する器具・備品一覧（農C-1）

ス） ☑有機農産物の生産に使用する機械等一覧（農C-2）

☑その他（以下の3点の書類）

☑肥料及び土壌改良資材リスト(農A-4)

リストに追加した資材名 有機ペレットボカシ

☑資材証明書

資材証明書を提出した資材名 有機ペレットボカシ

☑自家製資材の製造方法(農D-1)

追加した自家製資材名 自家製竹酢液、自家製堆肥

追加申請しているほ場で使用された全ての資材の内、農A-4に記載がない資材について、全ての資材証明書を取
得して、そのコピーを提出して下さい。資材証明書を提出する資材名をセ）に記載して下さい。

追加申請しているほ場で使用された全ての資材の内、自家製資材があり、農D-1が提出されていないものがある場
合、その資材の農D-1を作成して提出して下さい。追加した自家製資材名をセ）に記載して下さい。

追加するほ場の記載がそれぞれの書類に記載があるかを確認して□に印をつけて下さい。

注：※については、追加ほ場の状態が有機なのか転換期間中なのかを記載して下さい。

有機は「有」と転換期間中は「転」と記載して下さい。

注：ケ）の書類は、登記簿や市役所・町役場、農協等が発行する土地台帳などが該当します。

注：セ）の書類の提出は必須ではありませんので、必要に応じて提出する際は□に印をつけて下さい。

追加申請しているほ場で使用された全ての資材の内、農A-4に記載がない資材について全てリストに追加して提出
して下さい。追加した資材名をセ）に記載して下さい。

☑

☑

☑

セ）

注：グループの2農家以上の追加申請を行う場合はそれぞれの農家がこの変更申請書を作成して下さい。

注：ア)～ス）の書類の提出は必須ですので、□にはすべて印をつけて下さい。

自農 太郎

時流 光

時流 光、時流 美津子

時流 光、時流 美津子

☑

☑

変更申請書式 140215改定版

変更申請書（生産農家の追加）

☑臨時調査で実施する。

□年次調査と合わせて実施する。

2014年 9月 下 旬頃を希望

東京有機栽培グループ



2
0
1
4
0
2
1
5
版

1
タ
マ
ネ
ギ

（
タ
ー
ボ
）

1
0
a

4
,0
0
0
k
g
有
･
転

肥
●

▲
・
貝
化
石
・
自
家
製
ボ
カ
シ

・
グ
ア
ノ
3
号

1
ナ
ス

（
千
両
5
号
）

1
0
a

2
,3
0
0
k
g
有
･
転

肥
●

▲

追
・
貝
化
石
・
自
家
製
ボ
カ
シ

・
純
粋
木
酢
液

2
水
稲

（
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
）

3
0
a

1
,4
0
0
k
g
有
･
転

●
▲

追

■
肥

・
自
家
製
ボ
カ
シ
・
米
ヌ
カ

・
ハ
ー
モ
ニ
ー
シ
ェ
ル

3
ト
マ
ト

（
桃
太
郎
）

5
0
0
㎡

（
ハ
ウ
ス
）

1
,2
0
0
k
g
有
･
転

肥
●

▲
・
貝
化
石
・
自
家
製
ボ
カ
シ

・
自
家
製
E
M
5
・
木
酢
液

3
ホ
ウ
レ
ン
草

（
次
郎
丸
）

1
5
a

2
,0
0
0
k
g

×
２
有
･
転

肥
●

肥
●

・
貝
化
石
・
自
家
製
ボ
カ
シ

・
グ
ア
ノ
7
号

水
稲

追
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ほ
場
番
号

1
2
月

8
月

1
1
月

4
月
5
月

本
年
度
使
用
予
定
の
肥
料

土
壌
改
良
剤
及
び
農
薬
他

6
月

1
月
2
月

予
定
生
産
量

品
目
名

（
品
種
）
予
定
作
付
面
積

農
Ｍ
－
１
－
①
栽
培
計
画
書

作
成
日

2
0
1
4
年
3
月
5
日

農
家
名
自
農
太
郎

9
月
1
0
月

3
月

区
分

7
月

栽
培
計
画
年

2
0
1
4
年

栽
培
計
画
書
は
こ
の
書
式
を
使
用
し
な
く
て
も
、
必
要
事
項
（
こ
の
書
式
と
同
じ
項
目
の
内
容
）
が
記
載
さ
れ
て

い
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
書
式
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
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リ
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全
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追
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ヌ
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）
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0
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g
有
･
転

土
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肥
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M
5
・
自
家
製
ボ
カ
シ

・
純
粋
木
酢
液

有
･
転

有
･
転

有
･
転

今
年
か
ら
新
し
く
使
う
資
材

（
あ
り
・
な
し
）

・
グ
ア
ノ
3
号

・
有
機
1
号

【
記
号
説
明
】

【
●
】
は
種
【
▲
】
定
植
【
肥
】
基
肥
【
追
】
追
肥
【
土
】
土
壌
改
良
剤
・
そ
の
他
の
資
材
施
用
【
■
】
収
穫
【
剪
】
剪
定
【
―
】
栽
培
期
間

※
予
定
作
付
面
積
は
、
認
定
面
積
を
越
え
な
い
よ
う
に
記
入
し
て
下
さ
い
。

※
使
用
予
定
の
資
材
名
は
、
農
A
-
4
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る
正
式
名
称
、
愛
称
、
略
称
で
記
入
し
て
下
さ
い
。

※
本
計
画
書
や
生
産
管
理
記
録
等
に
使
用
資
材
名
を
愛
称
、
略
称
で
記
入
す
る
場
合
は
、
農
A
-
4
リ
ス
ト
に
愛
称
、
略
称
を
明
記
し
て
下
さ
い
。

公
益
財
団
法
人
自
然
農
法
国
際
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

・
ほ
場
を
い
く
つ
か
に
分
割
し
て
、
異
な
る
作
物
を
栽
培
す
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
物
に
つ
い
て
、
予
定
作
付
面
積
を
記
載
し
て
下
さ
い
。

・
同
じ
面
積
で
複
数
回
、
作
物
を
栽
培
す
る
場
合
の
予
定
作
付
面
積
は
、
最
初
の
1
回
分
の
面
積
で
記
載
し
て
下
さ
い
。

・
認
定
ほ
場
の
全
面
積
を
使
用
し
て
栽
培
す
る
場
合
は
、
面
積
欄
に
「
全
面
積
」
と
記
載
す
れ
ば
、
具
体
的
な
面
積
の
記
載
は
不
要
と
し
ま
す
。

・
認
定
申
請
す
る
全
て
の
ほ
場
に
つ
い
て
、
年
間
の
栽
培
計
画
を
立
て
、
提
出
し
て
下
さ
い
。

・
認
定
後
は
、
毎
年
提
出
し
て
下
さ
い
。

・
こ
の
計
画
年
に
追
加
申
請
す
る
ほ
場
も
記
載
し
て
下
さ
い
。
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公益財団法人 自然農法国際研究開発センター

農Ｍ－１－② 栽培計画書 2014 年

農 家 名 自農 太郎 作成日 ２０１４年 ３月 １５日

ほ場番号 ２ ３ １５ 20

区 分 有機・転換期間中 有機・転換期間中 有機・転換期間中 有機・転換期間中

品目名（品種）
ナス

（千両５号）

キャベツ

（YR35号）

梨

（豊水）

水稲

（コシヒカリ）

予定作付面積 20 a 10 a 30 a 30 a

予定生産量 16 t 春 4t/秋 4t 1,500 kg 1,400kg

１月 肥 剪

２月 肥 ●

３月 ●

４月 ▲ ●

５月 ▲ ▲

６月

７月 追 ●

８月 ▲

９月

10 月 ■

11 月 土 肥

12 月 肥

【記号説明】

【●】は種 【▲】定植 【 】収穫 【剪】剪定 【―】栽培期間

【土】土壌改良剤・その他の資材施用 【肥】 施肥 【追】追肥

※果樹類や茶木類のように栽培が続く場合は、栽培期間を示す線を上から下まで記入して下さい。

本年使用予定の資材（肥料・土壌改良剤・農薬など）

・自家製ボカシ ・貝化石 ・EM5号 ・木酢液 ・EM1 ・EM3 ・糖蜜

今年から新たに使う資材（資材証明書を添付して下さい）

・ヒトデミックス肥料

※予定作付面積は、認定面積を越えないように記入して下さい。

※使用予定の資材名は、農 A-4 リストに記載されている正式名称、愛称、略称で記入して下さい。

※本計画書や生産管理記録等に使用資材名を愛称、略称で記入する場合は、農 A-4 リストに愛称、略

称を明記して下さい。

栽培計画書はこの書式を使用しなくても、必要事項（この書式と同じ項

目の内容）が記載されていれば、どのような書式でも構いません。

ほ場をいくつかに分割

して、異なる作物を栽

培する場合は、それぞ

れの作物について、予

定作付面積を記載して

下さい。

同じ面積で複数回、作

物を栽培する場合の予

定作付面積は、最初の

1 回分の面積で記載し

て下さい。

・認定申請する全てのほ場について、年間の栽培計画を立て、提出して下さい。

・認定後は、毎年提出して下さい。

・この計画年に追加申請するほ場も記載して下さい。
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公
益
財
団
法
人
自
然
農
法
国
際
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

農
Ｍ
－
２
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
格
付
実
績
報
告
書
（
20
12
年
４
月
１
日
～
20
13
年
３
月
３
１
日
）

2
0
1
3
年

6
月

2
5
日
作
成

生
産
行
程
管
理
者
名
（
グ
ル
ー
プ
名
）
熱
海
有
機
生
産
グ
ル
ー
プ

格
付
責
任
者
名
自
農
花
子

格
付
し
た
有
機
農
産
物
名

総
量

１
米

17
,4
00
ｋ
ｇ

２
大
豆

2,
50
0
ｋ
ｇ

３
ｋ
ｇ

４
ｋ
ｇ

５
ｋ
ｇ

６
ｋ
ｇ

７
ｋ
ｇ

８
ｋ
ｇ

９
ｋ
ｇ

10
ｋ
ｇ

※
出
荷
の
有
無
、
格
付
表
示
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
格
付
検
査
（生
産
行
程
の
検
査
）で
合
格
し
た
数
量
（格
付
数
量
）を
生
産
行
程
管
理
者
と
し
て
報
告
し
て
下
さ
い
。

※
グ
ル
ー
プ
で
認
定
を
受
け
て
い
る
生
産
行
程
管
理
者
は
、
全
農
家
の
格
付
数
量
の
合
計
を
農
産
物
の
種
類
ご
と
（別
紙
参
照
）に
ま
と
め
て
報
告
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
各
農
家
が
個
々

に
報
告
す
る
こ
と
は
や
め
て
下
さ
い
。

※
報
告
期
間
は
前
年
４
月
１
日
～
今
年
３
月
3
1
日

※
格
付
実
績
報
告
書
は
、
格
付
規
程
に
定
め
て
い
る
期
日
（遅
くと
も
６
月
末
日
）ま
で
に
認
定
事
務
局
に
提
出
し
て
下
さ
い
。


